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　　FSC ジャパンでは国内外における私たちの日ごろの活動を皆様に知っていただくため、

2024年度から「年次活動報告書」を作成しています。本年度はその 3回目です。

　昨年度（2024年）は FSC が国際的に正式発足して 30年にあたるため、林野庁長官・青山

豊久氏、環境省自然環境局局長・植田明浩氏、FSC 国際事務局特使・キム・カールステンセ

ン氏（いずれも当時）をお迎えして FSC 設立「30周年記念フォーラム」を開催しましたが、

次年度（2026年）には FSC ジャパン（NPO 法人日本森林管理協議会）が設立 20周年を迎え

ます。

　そこで改めて FSC 森林認証制度の現状を振り返りますと、最近の FSC マークの認知度は 5

年前と比較して 1 .5倍（P.12参照）になるなどその活動は徐々に広がっていますが、まだま

だ十分ではありません。一方で、ネイチャー・ポジティブやカーボン・ニュートラルが叫ば

れる中で FSC の森林認証制度はその価値をより高めていると言えるでしょう。特に、森林に

蓄えられた木材資源の量（立木蓄積）が 100億㎥に達すると言われるほど充実してきた日本

の森林の持続可能な利用拡大のためには、FSC 森林認証材の普及は極めて重要であると考え

ています。例えば世界の森林の現状や日本林業の振興を考えると、豊富に存在する日本の木

材の輸出は人類全体にとって有益であり、その際、FSC 材は極めて有利だと確信しています。

2025年度の FSC ジャパンは 5月の総会で理事 3名の増員が認められて、新たに承認された

理事 6名を含む計 12名の理事会がスタートしました。主な活動としては、「森林・林業基本

計画への要望書」を林野庁に提出、「指針・規格書」見直し作業に向けた FM 勉強会の開催、

管理木材の新規格策定に関するナショナルリスクアセスメント（NRA）への対応、FM 認証

材の普及と CoC 認証事業者との連携を目指した FSC 認証木材ステークホルダーミーティング、

FSC アジア太平洋地域ネットワーク会合の日本開催でのホスト役、パナマで実施された総会

への参加、これまで十全に取り組んでこなかった FSC 認証のもとでの先住民族アイヌとの対話、

新規スタッフ採用に向けた公募・選定・採用決定などがあります。

　私たちはステークホルダーの皆様とともに FSC 森林認証制度のさらなる展開・普及に努力

する所存です。今後とも皆様の一層のご支援ご協力を切にお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　

　　　特定非営利活動法人　日本森林管理協議会

　　　　代表理事　太田猛彦
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認証が多い国となっています。今年は、コンビニエンスストアの店舗等を手掛ける工務店

が連続プロジェクト認証を日本で 2番目に取得しました。FSC 認証木材普及のためにも引き

続きプロジェクト認証を推奨していきたいと思います。プロジェクト認証の詳細はこちら。 

https://www.jp.fsc.org/jp-ja/Project_certificate

　日本では、2026年 3月までに 83件のプロジェクトが認証されており、今年度は新たに 3

件のプロジェクト認証が誕生しました。世界全体では、累計 553件のプロジェクトが認証

されており、昨年に続き日本はオランダ、イギリスについで世界で 3番目にプロジェクト

日本国内 世界
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世界では、2022年から2023年にかけて戦争の影響によりロシアおよびベラルーシにおけ

る認証林面積が大幅に減少したものの、FM認証面積およびCoC認証件数はいずれも増加傾

向にあります。2026年3月30日時点では、FM認証件数は1,710件、認証面積は174,044,390

ヘクタール、CoC認証件数は69,195件となっています。

FM認証については、国内では2012年頃から新規取得者および認証終了者の増減はあるものの、

全体として認証件数・認証面積ともに安定的に推移しています。2025年には、富山県のと

なみ地区木材林業振興協議会が新たにFM認証を取得しました。

CoC認証については、日本ではこれまで増加が続いていましたが、2025年6月に2,260件

を記録した後、微減に転じました。これは、これまでFSC認証の拡大を牽引してきた紙業界

において、全社会的な紙の使用量減少を背景とした市場縮小が始まっているためと考えられ、

今後の影響も懸念されます。

認証タイプ プロジェクト名（ライセンスコード） 認証発行日

特定部位 GROUNDI OHORI（FSC-P002231） 2026年2月12日

特定部位 Ministop Neyagawa Otoshi Motomachi Store （FSC-P002216） 2025年8月15日

特定部位 Ministop Prefectural Library Mae Store （FSC-P002215） 2025年8月15日

1.1 日本国内および世界のFSC FM・CoC 認証取得状況
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プロジェクト認証はこちらから検索: https://search.fsc.org/ja/?tab=project-certificate

2  活 動 報 告  

2.1	 指針・規格

● 原則・基準・国際標準指標改定

　FSC国際本部では、原則と基準、国際標準指標やその他FM認証に関連する文書の同時改

定が始められています。これは、FSCが提唱する責任ある森林管理を定義する、FSC認証の

根幹となる一連の文書を一斉に見直すものであり、2028年12月の完了が見込まれています。

2025年10月1日から12月31日まで構想段階のパブリックコンサルテーションが行われました。

● 国内規格関連

2019年に日本において国内森林管理規格（NFSS）が発効してから6年が経ち、改定の時

期を迎えています。しかし、FSC国際事務局では各国におけるリスクアセスメントに注力す

る必要性から、原則と基準第５版に基づいた国内規格をもつ国における規格改定は延期とさ

れてきました。この現状を憂慮し、FSCジャパンは2024年末に他の８か国と連名でFSC国際

事務局に対し要望書を提出し、2025年6月にも再度5か国と連名で要望書を提出しました。

FSC国際事務局では各国のNFSS改定の必要性を比較し、優先順位付けを行い、上位国か

らNFSS改定の申請を受け付ける対応を取りました。この優先順位で日本では当初、NFSS

改定が始められるのは３年後ということでしたが、上位国が申請を辞退したことにより、

2026年度には始められる状況になりました。

2.1.1  FM 規格に関連する活動
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● 国内 FM 規格勉強会

来年度の国内規格改定を見据え、認証機関

の審査員の勉強会と国内規格についての議

論を兼ねた勉強会を2026年1月21日から23

日までの間、北海道平取町にて開催しました。

認証審査員、FSCジャパン理事、規格策定グ

ループの参加予定メンバー等計23名が参加し、

規格についての持ち寄りの議題、農薬についての議論のほか、平取町二風谷コタンのアイヌ

の方々との交流やアイヌ文化施設の見学、三井物産社有林への見学も行い、FSCの要求事項

と現場での課題について理解を深めました。

管理木材で使用されるナショナルリスクアセスメント（NRA）について、2024年7月に

EUDRと整合させた手順文書「リスクアセスメントの枠組み」が発効し、この文書に基づく

策定が各国で急がれています。日本では各国の優先順位付けから第２グループとして2025

年にFSC国際事務局主導のセントラライズド・プロセスでNRAの改定が開始されました。公

募の結果、2025年夏には、プリファード・バイ・ネイチャー（PbN）社が日本のNRA草案

作成作業を担当することに決定しました。2025年12月26日から2026年2月6日まで第１草案

のパブリックコンサルテーションが開かれ、多くのステークホルダーから意見が寄せられま

した。

　FM認証取得者に有用な情報を提供し、日本において責任ある森林管理を促進するため、

FSCジャパンでは2021年から様々なテーマで定期的にオンラインセミナーを開催しています。

2025年度には以下の６つのセミナーを開催し、毎回百数十人の方にご参加いただきました。

● CoC 認証

FSCでは、2022年よりCoC規格及びその関連手順の改定を進めています。2025年度は

2024年の構想段階のコンサルテーションを踏まえ、2025年11月15日から2026年1月25日ま

での期間、CoC規格（FSC-STD-40-004）改定に関するコンサルテーションが実施され、日

本でも文書の翻訳やコンサルテーションの参加を促すためのウェビナーを開き、多くのステー

クホルダーの皆様にご参加いただきました。また、循環型経済に向けて新たにリースや引き

取り製品も認証制度に含めるための検証が行われ、日本の組織に参加していただくためのサ

ポートを行いました。

● 商標規格改定

商標規格（FSC-STD-50-001）改定のためのパブリックコンサルテーションが2025年4月7

日から6月6日まで行われ、日本でも文書の翻訳やコンサルテーションの参加を促すためのウェ

ビナーを開きました。コンサルテーションでは、日本から多くの意見が寄せられました。

　また、2026年1月には商標規格3-0版が発行され、新たにFSC QRラベルが導入されるなど

大きな改定となりました。新しい規格への移行期間は2028年12月31日までの2年半となります。

2.1.2 ナショナルリスクアセスメント（NRA）の改定

2.1.3 責任ある森林管理のための勉強会

2.1.4 認証取得者のための規格改定の動きとその対応
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回 日付 テーマ 講師（敬称略）

17 2025/4/21
バイオマス発電、輸入バイオマスをめぐる変化と
木材市場への影響－トレーサビリティ、GHG排出
基準、情報公開等－

泊みゆき（NPO法人バイオマス産業社会ネット
ワーク理事長）

18 2025/6/18 里山の資源利用による森林環境の保全・Part2 黒田慶子（神戸大学名誉教授、神戸市副市長）

19 2025/8/27 生態系・生物多様性保全とステークホルダー・エ
ンゲージメント

永石文明（立教大学兼任講師・株式会社エコロ
ジーパス代表取締役）

20 2025/10/16 林業への気候変動影響と適応策 平田泰雅（森林総合研究所　研究専門員）

21 2025/12/16 林業従事者にどこまで求める？「責任ある」森林
管理 川﨑章惠（愛媛大学大学院農学研究科准教授）

22 2026/02/25 ジェンダー平等と多様性を考える
室田美鈴（NPO法人ジェンダーイコール） 
佐藤宣子（九州大学大学院 教授）
細島彩起子（三井物産フォレスト株式会社）

2.2認証制度支援

i. 林野庁への要望書の提出

2025年9月30日、FSCジャパンはSGEC/PEFCジャパン（一般社団法人 緑の循環認証会議）

2.2.1 ステークホルダーコミュニケーション

2  活 動 報 告  
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と共同で、林野庁に対し「森林・林

業基本計画への要望書」を提出しま

した。これは、次期森林・林業基本

計画策定が始まるのに合わせ、木材

をはじめとする林産物の利用を通じ

て森林環境や資源の持続可能性を確

保する有効な仕組みとして森林認証

の適切な位置づけを計画に盛り込む

ことを提案し、今後更なる利用を呼

び掛けるものです。

ii. 先住民族アイヌとの対話

FSC認証の取得およびその維持には、「原則３：先住民族の権利」に問われているように

先住民族への社会的配慮は必須の項目です。しかしながら、日本国内で法的に先住民族と認

められているアイヌ民族に対しては、20年の歴史を持つFSCジャパンでさえ、それに関する

議論がほとんど行われてきませんでした。そうなった全般的な背景としては、１）アイヌ民

族の地域差が大きく民族全体としての意見を集約しにくい、２）「森林」を議論するにして

ももともとアイヌ民族には「土地所有の概念」がない、３）北海道アイヌ協会のみを主要窓

口として関係を継続してきた、４）アイヌ民族には「慣習的権利」を確約できる法的根拠が

ない、５）「アイヌ民族は日本人であり、先住民族といえる確たる証拠はない」などといった、

アイヌ民族以外の立場からの適切な判断とは言い難い考え方がありました。実際、FSCの

スキーム運営主体としてのFSCジャパンもアイヌ民族に対してFSCやFPIC（Free, Prior and 

Informed Consent：自由意思による、事前の、十分な情報に基づく同意）に関する十分な

情報提供がこれまでなく、その結果アイヌ民族がFSC認証事業者に対し土地・人権問題につ

いて主張しにくく、事業者も審査機関も適切なFPICを実施してこなかった状況が続いてき

ました。 

そこで、事務局長が中心となり、特に2025年度からFSC認証事業者の所在する各地域およ

び近隣地域のアイヌの方々との対話や意見交換を試みてきました。主な活動は以下のように

まとめられます。

こうした一連の会合から、美幌町では町有林と地域のアイヌ協会とは対話を維持しており、

二風谷では事業者と平取アイヌ協会とのつながりは強くアイヌへの社会貢献は一部見られる

ものの、一方で、FSC/FPICに関する情報共有のあり方や、アイヌ民族への社会的配慮の進

め方については、地域や関係者によって取組状況に差があることが明らかになりました。また、

一部の地域では、アイヌ語の商用利用に関する懸念が寄せられていることも確認されました。

引き続き、FSCジャパンが中心となってFSC認証やFPICに関する十分な情報提供や意見交

換の場を作る必要性があると同時に、特に2026年度では認証事業者・認証機関とも協議して「原

則３：先住民族の権利」をもう一度検討することが喫緊の課題となります。文化振興だけで

はなく土地の権利を含め森林に根付いた先住民配慮を一層重要視する点を強調しながら、先

住民族にとってのHCV地域の特定なども急務だと考えられます。

2  活 動 報 告  
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林野庁長官（中央）に要望書を手交するFSC（左・3名）および
SGEC（右・3名）の代表者

場所 日付 活動 成果

美幌町 6/2-5 認証審査へのオブザーバー参加 美幌町在住のアイヌの方 と々のコンタクトに成功

二風谷 7/2-4 表敬訪問 既知のアイヌ民族へFSCジャパンとして挨拶

二風谷 9/25-26 先住民族国際フォ―ラムへの参加 二風谷アイヌの現状把握と11月開催予定の意見交換会
の日程調整など

二風谷 11/13 二風谷アイヌ民族との会合 FSC認証の指針・規格に関しての意見交換会

旭川 9/30 下川町近隣の旭川アイヌ協会との会合 下川町によるアイヌ民族への社会的配慮の必要性を再
確認

コンゴ共
和国 12/12-20 FSC認証で繋がるアイヌとコンゴの先

住民族との交流
NHKによる取材・撮影を通して、2026年1月23日に
NHK札幌支局「北海道道」にて放映される。

美幌 1/8 NHKによるアイヌ取材同行 FSC認証とアイヌについての意見交換

旭川 1/30 下川町近隣の旭川アイヌ協会との会合 下川町および隣接する名寄町でのアイヌ民族とのコン
タクトを試みるべきとの提案を受ける。

タイ 3/21-22 FSC PIPC（先住民族常任会合）アジア
大会に参加

主催者の要請に応じアイヌお二人の参加をコーディネ
ートする。アイヌの現状について語る機会となった。

2.2.2 普及啓発事業
i. 名古屋芸術大学創作プロジェクト

名古屋芸術大学と連携し、大学生による森林保全をテーマとした創作プロジェクトを実

施しました。本プロジェクトでは、同大学デザイン領域イラストレーションコース3年生が、

マンガ・絵本・アニメーションなど多様な表現を通じて、一般の人々に「持続可能な森づ

※本表の日付はすべて2025〜2026年です。 　※表内の地名は、海外を除きすべて北海道です。
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ii.FSC ジュニア・アンバサダー

2024年に開催した第5回FSCアワード中学

生の部および高校生の部の最優秀賞受賞者を

「FSCジュニア・アンバサダー」として任命し、

聖霊中学校生徒会執行部および個人参加の

高校生1名の計2組が森林保全の普及活動を

行いました。

中学生の部で選出された聖霊中学校生徒会

執行部は、小学生向けワークショップを開

催し、クイズやゲームを通じてFSCマークや

森林保全の重要性を伝えました。また、愛

知県のエコ建築考房において「あそんで知

ろう！ FSCと森の秘密」と題したイベントを

開催するなど、活動の幅を広げました。さ

らに、オリジナルの歌とダンスによる動画

コンテンツの制作にも取り組み、その撮影は岐

阜県東白川村のFSC認証林でも行われました。

一方、高校生のジュニア・アンバサダー 髙

橋巧己さんは、東京都渋谷において街頭での意

識調査を実施し、FSC認証マークが消費者の購

買行動に与える影響について分析を行いました。

調査からは、認証マークが商品選択の一要素と

なり得ることが示され、認知度や理解度の向上

が今後の課題であることが明らかとなりました。

ジュニア・アンバサダーは自ら企画・発信す

る経験を積みながら、森林保全や持続可能な

資源利用への理解を深め、次世代や一般消費者

に向けたFSC認証の普及を担いました。聖霊中

学校生徒会執行部の活動は現在も継続しており、

その任期は活動終了まで継続されます。

くりのためのFSC認証」を伝える

作品制作に取り組みました。FSC

ジャパンからは、世界および日本

の森林が直面する課題や、それを

解決する手段の一つであるFSC認

証の仕組みについて学ぶ講義を実

施しました。さらに、森林への理

解を深めるため、三重県尾鷲市の

速水林業を訪問し、森林の多面的

な役割や持続可能な森林経営について学ぶとともに、「針広混交林施業」の現場を見学しま

した。また、加工流通を対象としたFSC CoC認証を取得している塩崎商店では製材工程を見

学し、木材の特性や森林資源とのつながりについて理解を深めました。

こうした講義および現地での体験を通じて、学生たちは森林と日常生活との関係性を実感

し、それぞれの視点で表現へと落とし込む制作に取り組みました。創作活動においては、専

門的な内容を一般の人々にどのように伝えるかという観点も重視され、表現の工夫が重ねら

れました。

2026年1月14日には最終プレゼンテーションが実施され、学生たちが制作した作品が発表

されました。制作された作品は、森林保全やFSC認証について、これまで関心の薄かった層

にも訴求し得る新たなコミュニケーション手法としての可能性を示しており、特に優秀な作

品について、引き続きFSCジャパンの広報ツールとしての活用を検討していきます。

本取り組みは、次世代クリエイターの視点を通じて持続可能な森林管理の重要性を社会に

発信する機会となるとともに、教育機関との連携による普及啓発の有効性を示すものとなり

ました。
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i. FSC 認証木材マーケットハブ（FSC モクハブ） 

2024年に開催された、FSC

認証材の価値を高めるワー

ク シ ョ ッ プ（九 州 電 力 お よ

び三井物産主催、FSCジャパ

ン協力）を契機として、関係

者とともに「FSC認証木材普

及促進協議会」を立ち上げ、

2025年度には年4回の定例会

を重ねてきました。

これらの議論を踏まえ、FSC認証材を利用したい方や、認証材を販売する事業者が必要な

情報にワンストップでアクセスできるプラットフォームとして、「FSC認証木材・マーケッ

トハブ（モクハブ）」の構築を進め、2026年4月に開設する運びとなりました。「FSCモクハブ」

では、以下のような情報を集約し、順次掲載していく予定です。

・FSC 認証林のストーリー

・FSC 認証活用事例

・FSC 認証材供給情報が検索できる国内 FSC 認証林マップ

・なぜ FSC 認証が必要なのか、FSC の価値がわかる記事・動画コンテンツ

・ FSC 認証木材製品に関する各社プレスリリース」

https://jp.fsc.org/jp-ja/Moku_hub
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ⅲ . 国際認証ラベル（サステナブル・ラベル）に関する認知度調査

一般社団法人日本サステナブル・ラベル協会と協力し、国際認証ラベルの認知度および消

費者意識の変化を把握するため、「国際認証ラベル（サステナブル・ラベル）に関する認知

度調査（2025年）」を実施しました。本調査では、FSCマークを含む複数の国際認証ラベル

を対象に、認知度や認知経路、理解度、購買への影響などについて分析を行いました。

年代別 FSCマークの認知度と
認知レベルの内訳

年代別 認知度と
内容理解度の前回からの伸び率
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18.8%

9.8% 37.9% 32.6%

82.1%
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53.2%
64.9%

53.3%
0%

138.5%

227.3%

66.7%

108.7%

50.8%

83.30%

4.4%
3.8%
0.8%

60代以上

23.6%

15.2%

3.4%
3.8%
1.2%
50代

28.4%

17.6%

4.6%
4.6%
1.6%
40代

30.6%

16.4%

7.0%

5.2%
2.0%
30代

37.4%

23.0%

7.4%
4.2%
2.8%
20代

59.0%

35.2%

14.2%

8.0%
1.6%
10代 平均60代以上50代40代30代20代10代

見たことがあるが名前は知らない
見たことがあり名前を知っている

認知度の伸び率
内容理解度（名前だけでなく内容を知っている＋他人に説明できるくらい詳しく内容
を知っている）の伸び率名前だけでなく内容を知っている

他人に説明できるくらい詳しく内容を知っている

　調査の結果、日本におけるFSCマークの認知度は33％となり、5年前の前回調査と比較し

て約1.5倍に増加しました。一方で、「内容まで理解している」または「他人に説明できる」

と回答した層は6.6％にとどまり、依然として多くの人が内容までは理解していないことも

明らかとなりました。

年代別では、10代の認知度が最も高く、若年層において認知が進んでいる傾向が見られました。

また、30代・40代では認知度とともに内容理解度の伸びが顕著であり、今後の消費行動に

おいて重要な層であることが示唆されました。

認知経路については、「小売店」での接触が最も多い一方、内容理解が進んでいる層では、「学

校の授業や職場」「インターネット」など複数の接点が影響していることが分かりました。また、

内容理解層と認知層の認知経路内訳

小売店（スーパー、コンビニ、ホームセンターなど） 学校の授業、職場 インターネット テレビ

SNS 雑誌や書籍、新聞 セミナー／イベント 広告 飲食店 その他

内容理解層
（名前だけでなく内容を知っている＋
他人に説明できるくらい詳しく内容を知っている）

認知層（見たことがあるが名前は知らない＋
見たことがあり名前を知っている）

23.7% 22.2% 21.7% 8.1% 7.6% 6.6% 3.0
%

2.0
%
2.0
% 3.0%

46.0% 13.5% 11.1% 7.2% 2.8% 6.3% 0.9
%

4.4
%

2.0
% 5.7%

10代では学校、30代ではSNSなど、年代ごとに異なる接点が認知や理解に寄与しているこ

とも確認されました。

本調査結果は、これまでの普及啓発活動の成果を示すとともに、今後の課題として「認知」

から「理解」への深化の重要性を明らかにしています。FSCジャパンでは、引き続き多様な

チャネルを通じてFSC認証の意義を伝え、消費者の行動変容につながる普及啓

発活動を推進していきます。 詳細な調査結果はこちらの報告書をご覧ください。

https://jp.fsc.org/jp-ja/newsfeed/20251205

FSC モクハブ
はこちらから。

2.2.3 認証材促進事業
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認証林マップは、 FSCモクハブの目玉の一

つです。 FSC認証材の需要が高まる中、 FM

認証林の所在地を地図上で可視化し、供給可

能な材の情報とあわせて直感的に把握しや

すい形で公開することで、調達のハードル

が高いといった課題の解決につながればと

期待しています。今後は認証材があっても

CoCがつながらない、と言った課題解決のため、製材会社等FM認証取得者から調達し、木

材加工ができる組織の情報も掲載していく予定です。

ii. FSC認証木材ステークホルダーミーティング

　2026年1月15日、FSC認証木材ステークホ

ルダーミーティングを開催しました。「カーボ

ンニュートラル」や「ネイチャーポジティブ」

に向け世界が動く中、建築業界においても気

候変動対策や生物多様性保全、人権配慮等の

対応が求められています。FSC認証材は、森林

資源のデューデリジェンスや持続可能な調達

に貢献するツールとなりますが、活用が十分

に進んでいません。本イベントは、FSC認証木

材の活用促進と流通課題の共有を目的として

開催され、FM認証取得者をはじめ、木材流通、

建材メーカー、ゼネコン、デベロッパー、内

装設計、家具メーカー、設計者など、森林の川

上から川下までのサプライチェーンに関わる多

様なステークホルダーが初めて一堂に会し、計110名が参加しました。

　先進事例の共有や対談、ワークショップ等を行い、実務的な課題について活発な議論が行

われました。

　参加者の満足度も高く、多くのステークホルダーの皆様が一堂に会する熱量の高いイベン

トであったことへの評価や、実践者の生の声を聞くことで認証木材の潜在的な需要を認識す

ることができ、多様な立場の方々と課題を共有することができた等の感想が寄せられました。

FSCジャパンでは、FSC 認証木材の流通促進を目指し、今後もこのようなイベントを継続

して実施してまいります。

i. FSCフォレストウィーク2025

　

9月20日から26日までの1週間を中心に、持続可能な森林管理の普及啓発を目的としたグロー

バルキャンペーン「FSCフォレストウィーク2025」を実施しました。本キャンペーンは、気

候変動や生物多様性の損失といった地球規模の課題に対し、FSCの取り組みや森林保全の重

先進的な取り組み事例 １
（上）九州電力株式会社 音成謙一郎 氏 
（下）九電不動産株式会社  有吉光希 氏

先進的な取り組み事例 2  登壇者による対談
（左）清水建設株式会社　小谷洋史 氏　
（右）三菱地所レジデンス株式会社　石川博明 氏　 ワークショップの様子
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2.2.4 FSC グローバルとの連携事業
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ケージ等の副資材、さら

には展示ブースに至るま

で、さまざまな場面で森

林 と つ な が っ て い ま す。

FSCジャパンの出展ブー

スでは、持続可能な森林

資源の利用を通じて世界

の森林保全に貢献できる

ことを紹介するとともに、

FSC認証製品の活用によっ

て実現する、森林と共生する新しいファッションのあり方を提案しました。

　ファッション業界においては、FSC認証の認知はまだ十分とは言えませんが、本出展は多

くの来場者にその意義を知っていただく良い機会となりました。

　2025年度、FSCジャパンウェブサイト上のお問い

合わせフォームを経由したご質問やご相談は営業案

件を除くと合計221件あり、最も多いお問い合わせ

はFSC商標使用関係（商標規格やプロモーションラ

イセンス、ロゴマークの使用可否など）で97件、続

いてCoC認証関係（認証取得の必要性や認証製品

の情報、FSC国際事務局に対応をつなぐテクニカル

なサポート、プロジェクト認証など）で46件、広

報関係（取材依頼や広報ツールの貸し出し、FSCが

提供するデータやツールに関するご質問）が39件、　

EUDR関連が15件、FM認証林や認証材に関する質問が13件、その他（FSCジャパンや認証制

度全般に関する質問など）が11件でした。なお、同フォームを経由しないお問い合わせに

ついては、本データのカウントに含まれていません。

2.2.5 お問合せ対応

2
・
活
動
報
告

要性を広く発信するとともに、森林を守るために一人ひとりができる行動を促すことを目的

としたものです。

　2025年は「森林のためにできる『ひとつのアクション』」をテーマに開催され、日本にお

いても企業や団体と連携した発信や各種イベントを展開しました。

消費者向けには、SNSプラットフォームX（旧Twitter）において「森を守るFSCマークを

広めようキャンペーン」を実施し、4,646名が参加しました。関連投稿の合計インプレッショ

ン数は前年の約12倍となり、多くの消費者にFSCマークへの接触機会を提供しました。参加

者からは、FSCマークを初めて知った、意味を理解できたといった声が寄せられ、認知度と

理解度の向上に寄与する取り組みとなりました。

　また、FSCプロモーションライセンス取得企業を対象に、静岡県掛川市においてFSC認証

林ツアーを開催しました。掛川市森林組合のご協力のもと、電動マウンテンバイクを活用し

て認証林を巡りながら、森林管理の現場や施業の実際について学ぶ機会を提供しました。さ

らに、FSCプロジェクト認証の施設見学も行い、サプライチェーンの上流にあたる森林管理

への理解を深める機会となりました。

これらの取り組みを通じて、消費者および企業双方に対し、FSC認証の意義や森林保全と

のつながりを多角的に伝えることができました。FSCジャパンでは、今後も多様なステーク

ホルダーと連携しながら、持続可能な森林管理の普及啓発を推進していきます。 

ii. FaW TOKYOサステナブルファッションEXPO

　2025年10月1日から3日まで、東京ビッグサイトで開催された日本最大級のファッション

ビジネス展示会「ファッションワールド東京（FaW TOKYO）」内の「サステナブルファッ

ションEXPO」に出展しました。ファッションは、衣料（繊維）そのものからハンガーやパッ

2
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お問い合わせ内容（件数）

97
FSC商標使用

46
CoC認証

39
広報関係

15
EUDR 13

FM認証林（材） 11
その他
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消費者月間（5月）や環境月間（6月）に加え、夏休

み教材の製作時期と重なるため、申請が多くなって

います。また、自治体の発行物は、数千から数十万

部規模で発行されるものが多く、発行部数の多さが

特徴です。用途としては、エシカル消費の普及や環

境教育のために広報誌、ポスター、教材などに多く

使用されており、さらに動物園のパネル展示や企業

のサステナビリティ研修教材などにも活用されるな

ど、多岐にわたっています。

　FSCジャパンは、ドイツのFSC国際事務局他、APAC（アジア・太平洋地域）の各国・地域

と日々、連携を取っています。国際事務局は、年1回、全世界のスタッフが集まる会議（GSM）

を開催し、APAC事務局（香港）は年2回、春と秋に地域ネットワーク会合（RNM）を開催

しています。今年度のGSMはオンライン開催でしたが、RNMは対面形式で実施され、春は

香港で、秋はホスト国としての要請を受けた日本が開催地となりました。

● FSC-APAC 地域ネットワーク会合（香港開催）

2025年4月15日から17日まで、香港の米埔（MaiPo）自然保護区の会議場で開催されました。

話題は幅広く全般にわたるものでしたが、主に、各国ごとのFM認証林の増加傾向、EUDRの

最新情報、FSC補償の枠組み（Remedy Framework）、生態系サービス効果検証ツール（Verified 

Impact） の最新版の説明、スポンサーシップのあり方、マーケット戦略などについて、最新

の話題提供が行われ、併せてグループワークも行われました。特に、日本国内の認証林でも

今後必要とされる同ツールのノウハウとそれを実現していくスポンサーシップの仕組みにつ

いては学ぶところが多くありました。FSCジャパンからは事務局スタッフ２人（事務局長ほ

か1名）が参加しました。

● FSC-APAC 地域ネットワーク会合（日本開催）

　2025年11月25日から28日までの4日間、愛知県一宮市と岐阜県東白川村で開催しました。

　2025年 12月末時点のプロ

モーションライセンス取得

者 は 177 社（新 規 10 社、停

止 25社、未更新 3社）で、そ

のうち公的機関や NGO、教

育機関などの非営利セクター

は 12 組 織 と な っ て い ま す。

2024年 1月の料金改定の影響

が今年度も続き、ライセンス

の取得者数と収入はいずれも

減少傾向が見られるものの、FSC 全体の中では日本がドイツに次いで 2番目に多い数となっ

ています。

　近年、FSC ジャパンでは、商標の適切な使用を促進するだけでなく、FSC 商標の使用が企

業価値の向上に寄与することを実感していただけるよう、ライセンス取得者の皆さまに FSC

への理解を深め、その価値に触れていただく機会を拡充する取り組みを進めています。一昨

年から始まった FSC 認証林訪問もその一環で、昨年は取得者に広くお声がけし、掛川市森林

組合のご協力のもと開催しました。（詳細は P.16参照）また、FSC ドイツからの呼びかけを受け、

ライセンス管理の効率化およびライセンス取得企業の企業価値向上を目的とした調査事業を

2025年 1月に開始しました。詳細は次年度の報告書でご報告致します。

ライセンス取得者数 PL収入
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2.3 非認証取得者の商標使用

2.3.1 プロモーションライセンスの概況 
プロモーションライセンス（PL）収入推移

2025年度の非営利目的の商標使用申請は130件ありました。申請者の属性は、多い順に自

治体・行政、その他公共団体59件、民間企業22件、NGO/NPO等の非営利団体19件、報道・

出版等のメディア18件、教育・研究機関等7件、個人利用5件でした。

FSCは、エシカル消費や脱炭素、生物多様性の文脈で紹介されることが多く、春から夏は、

 2.3.2 非営利目的の商標使用

2.4 FSC本部/アジア太平洋（APAC）地域主催事業への参加

2.4.1 FSC-APAC地域ネットワーク会合（香港開催、日本開催）
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係者と個別会合を何度か開く機会があり、日本の先住民

族アイヌとFSCに関連する課題などが大きな話題として

持ち上がりました。それ以外にも、国際会議の期間中に、

初代国際事務局長Tim Synnott氏、前国際事務局長Kim 

Carstensen氏をはじめ、コンゴ共和国FSC認証取得事業

者２社の代表者および同国森林省大臣、コンゴ盆地にお

けるFSC認証区と非認証区の間での生物多様性の違いを

明らかにしたNature誌掲載論文（2024年4月）の執筆者、

ならびにランドスケープマネジメントの必要性に関する

動議提案者らとの個別会合を行うことができました。

2025年5月21日から22日ま

で、ベトナム・ホーチミンで

開催された持続可能な天然ゴ

ムに関するラウンドテーブル

に、FSCジャパンからもスタッ

フが参加しました。天然ゴム

はEUDR（EU森林破壊防止規則）

の対象品目であり、森林伐採

や人権侵害の要因の一つとし

て指摘されています。

特に、世界の天然ゴム生産の約85％を小規模農家が担っていることから、トレーサビリティ

の難しさや、地域社会や人権に配慮した取り組みが課題となっており、FSC認証制度が貢献

できるテーマだと考えています。本イベントには、認証ゴム農園の運営組織をはじめ、商社

やエンドユーザーなど、サプライチェーンの主要な関係者が一堂に会しました。EUDRへの

対応準備や、FSC認証を通じた小規模生産者コミュニティの取り組みについて、有意義な議

論が交わされました。

3日間にわたる終日会議は一宮市に拠点を置く株式会社エコ建築考房のご協力を得て、ヒノ

キの香りに包まれた同社社屋などで開催し、FSC認証林のある東白川村へのフィールドトリッ

プでは、東白川村および同村森林組合の全面的なご協力のもと、総勢40名ものFSCスタッフ

を受け入れていただきました。

前半の会議では、FSC国際事務局のスタッフやAPAC地域の参加者らとともに、APAC共通のテー

マについて議論を行い、交流を深める中で、チームワークの重要性を改めて認識する機会と

なりました。また認証林訪問では、東南アジア各国からの多くの参加者にとって、自国の森

林との違いや林業と茶産業との関わりを理解する貴重な機会となるとともに、東白川村の森

林管理における真摯な姿勢と丁寧な取り組みに深く感銘を受け、現地の温かいホスピタリティ

にも感動し、充実した最終日を迎えることができました。改めてこの場を借りまして、本会

合の実施にあたりご協力いただいたエコ建築考房、東白川村、東白川森林組合、WWFジャパン、

ならびに関係各位に深く感謝申し上げます。

およそ3年に一度開催される国際総会が、2025年10月26日から31日まで、パナマにて開

催されました。FSCジャパンから参加した事務局スタッフ２人（事務局長ほか1名）は今回

が総会初参加であり、メイン会場で開かれていた各動議における意見交換と決議の民主的プ

ロセスを現場で体験する貴重な機会となりました。特に、ステークホルダーが限定的な動議

は、審議の中で十分な支持を得ることが難しい場面が見られました。

多様なテーマのサイドイベントがあった中で、事務局長は主に先住民族に関わるイベント

に参加した一方、FSC Indigenous Foundation（FSC先住民基金）のグループおよびその関

2.4.2 FSC国際総会（パナマ開催）

2.4.3 天然ゴムワークショップ （ベトナム開催）
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2025年6月21日から22日まで、FSC国際事務局主導のもと、FSCアジア太平洋地域ディレ

クターおよびそのアシスタント、そして彼らの指名による活動戦略コンサルタントの指導の

もと、FSCジャパンの活動戦略に関するワークショップが東京で開催されました。FSCジャ

パンからは、理事だけでなく監事、そして事務局スタッフが参加し活動戦略の構築の手法に

ついて、いくつかの具体的な事例を考えながら学ぶ場となりました。これまでFSCジャパン

は20年近くにわたり、FM認証、CoC認証、プロモーションライセンス、プロジェクト認証

各分野においてその取得者数を着実に増加させてきましたが、近年はその伸びが停滞傾向に

あります。こうした状況を踏まえ、今後どのような目標を設定し、それに基づく各スタッフ

の活動項目をいかに構築・評価し、次につなげていくかという一連の活動戦略について、ま

さに今、議論を活性化させていく時期にあります。今回のワークショップでは、具体的な事

例を想定し、活動戦略の構築へと落とし込む手法について検討を行うことができ、現在の活

動の評価や次年度の活動計画をシステマティックに整理していくうえでの重要な契機となり

ました。さらに、日本国内の省庁関係者、関連事業者、一般消費者など、多様なステークホ

ルダーに対して、FSC認証をいかに広く、かつ効果的に普及させていくかを検討する出発点

ともなりました。

2.4.4 活動戦略ワークショップ 参考資料：その他活動一覧表

日付 イベント名 形式* 場所 活動
タイプ

参加者
人数

2025/4/1 キリンスクールチャレンジ R 東京 協力 29

2025/4/22 FSCブランドハブウェビナー O 主催 181

2025/5/16 EUDRとFSCウェビナー O 主催 367

2025/5/16 商標規格改定コンサルテーションウェビナー O 主催 256

2025/8/18 キリンスクールチャレンジ R 神奈川 協力 17

2025/9/10 自然資本研究会 H 東京 登壇 19

2025/9/11 国際認証ラベルに関する調査報告会 R 東京 登壇 100

2025/9/27 福島ユナイテッドホームゲーム R 福島 協力 2900

2025/10/1 レンチング東アジアテキスタイル EXPO 2025 東京 R 東京 登壇 15

2025/11/11 日本森林管理協議会会員交流会 R 東京 主催 19

2025/12/10 FSCプロジェクト認証見学会 R 神奈川 主催 21

2025/12/10 エコプロ2025日本サステナブルラベル協会ブース出展 R 東京 協力 -

2025/12/19 CoC規格改定コンサルテーションウェビナー O 主催 158

2026/1/20 辻調理学校×JSL連続講座 O 登壇 60

2026/2/13 ジャパン建材フェア出展 R 東京 主催 -

2026/3/20 COC・FM審査員研修 R 東京 主催 16

2026/3/22 ジュニア・アンバサダー主催企画「FSCと森の秘密」 R 愛知 主催 22

2026/3/23 山梨県FSC関連研修 R 山梨 登壇 46

＊形式　対面（R）/オンライン（O）/ハイブリッド（H）

※その他、企業内研修への登壇6件。
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2025年度は、定時理事会を4回（5月21日、8月21日、11月11日、2月16日）、また臨時理

事会を2回（7月1日、3月2日 いずれもオンライン開催）開催しました。7月1日は事務局住

所の登記先移動に関しての公式決議の場として、3月2日は管理木材のFSC国際事務局主導の

セントラライズド・リスクアセスメントに対してFSCジャパンとしての評価について審議を

実施しました。また2月16日の理事会においては現行の理事12名すべての重任が異論なく了

承されました。

今年度の総会は5月30日に実施し、記念講演会としてFSCアジア太平洋地域支局長ならび

にFSC中華台北代表を招待するとともに、FSC認証林に関わる台湾当局関係者にはオンライ

ンでご登壇いただきました。台湾当局が管理する森林が2024年に100％ FSC認証林になった

ことは、極めて意義深い話題として紹介されました。

2024年度で理事辞任を表明された3名を補填するとともに、理事総数を9名から12名に増

員するための追加の3名、合計6名の新規理事（経済3、社会1、環境2）の候補者選出が重要

議題となり、2025年度の総会においてこれら6名の新規理事が承認されました。

今後、2027年の理事改選時までに、理事の任期、ジェンダーバランス、年齢構成などに

ついて十分な議論を重ねていく必要があります。また定款でも明記されている組織への有益

なアドバイザーとしての「顧問」を若干名募集していきたいと考えている次第です。現行で

は監事が一名であることから、もう一名の監事が必要であるとの認識のもと、2026年5月の

理事会において二人目の監事候補者の審議が行われ、同月の総会の承認を待つ予定となって

います。

現事務局スタッフのみでは日々の活動への対応が困難な状況にある中、「森林部門」およ

び「サステイナブル部門」（広報・マーケティングなど）各1名の新規スタッフ採用を目指して、

公募書類の準備、告知方法の確立、募集から書類選考・面接に至るまでの一連の採用手続き

を2025年度後半に実施しました。「森林部門」は残念ながら採用に至りませんでしたが、「サ

3  総 務 ・会 計 報 告  

理事会および総会

新規理事および監事の就任

新規事務局スタッフの採用

ステイナブル部門」では1名の内定者が決定し、2026年度4月から7月まで研修を行います。「森

林部門」での新規採用は喫緊の課題である点を踏まえ、2026年度にはあらたにその新規スタッ

フ採用を試みるところです。

　登記先住所と現行の事務所住所が異なっていたことから、現行の事務所への登記変更の届

出を完了し、それに伴う定款変更も完了しました。以下の住所が新たな登記先です。

〒 160-0023　東京都新宿区西新宿７- ４- ４ 武蔵ビル５階  HAPON 新宿

　また法務局における登記手続の過程において、過去 4 年間にわたり理事の重任手続きが不

十分であったことが判明し、事務局長を中心にその是正作業を約半年間にわたり実施しました。

このほか理事会で審議された定款変更案は以下の通りで、2026 年度の総会で承認された後、

順次適用を始めていく所存です。

登記先の移動および定款の変更

定款変更点の提案
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3.1 総務

条項 旧 新

1 第2条
この法人は、主たる事務所を
東京都世田谷区に置く。

この法人は、主たる事務所を東京都新宿
区に置く。

2 第15条 （新規追加）

５ 理事及び監事は、善良な管理者の注
意をもって、その職務の執行を行わ
なければならない。

６ 理事及び監事は、この法人の機密情
報を、この法人の業務上の目的以外
で使用したり、第三者（この法人、
この法人の役職員以外のすべての者
をいい、配偶者・両親・親戚等の血
縁者及び友人・知人を含む。以下同
じ。）に開示、漏洩してはならない。

2524
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3.2 財務報告

FSC ジャパン収入／支出推移

収入の内訳推移と支出の推移（2017年度から2026年度）
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収入合計額
￥123,932,517

支出合計額
￥79,556,167 

支出内訳（2005年度）収入内訳（2005年度）
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条項 旧 新

2 第15条 （新規追加）

７ 前項に定める「機密情報」とは、こ
の法人が保有する個人情報・顧客情
報・システム情報・新規事業情報・
経営資源情報・経営管理情報・財務
情報・経理情報・人事労務情報・決
算書等、法人を運営していく上で必
要な業務上、技術上、財務上、管理
上、人事上その他の全ての情報を指
し、この法人及び役職員がこの法人
の業務に基づき蓄積、収集または生
成したものをいう。ただし、これら
のうち公知のもの及び監督官庁によ
って開示されている情報は、この限
りではない。

3 第36条 （新規追加）
２ 少なくとも分野ごとに過半数以上が

出席しなければならないとする

4 同条

２理事会の議事は理事総数の
過半数、かつ、環境、社会、
経済分野を担当する理事の
半数以上をもって各分野の
評決とし、全分野の評決の
一致で決するところによる。

３ 理事会の議事は理事総数の過半数以
上、かつ、環境、社会、経済分野を
担当する理事の過半数以上をもって
各分野の評決とし、全分野の評決の
一致で決するところによる。

※年次報告書作成時

＊2026年度は予測値

注：P4＝FSC内部助成金

3  総 務 ・会 計 報 告  
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特定非営利活動法人日本森林管理協議会 （単位：円）
科目 金額

Ⅰ　経常収益
　１．受取会費 415,247
　　　国際会員 2,918,176 3,333,423
　２．事業収入
　　（1）　日本の森林・林業問題解決への取組みや森林の
　　　適切な管理経営を普及啓発する事業
　　　　　＊認証制度支援活動 1,006,924
　　（2）　森林認証制度等を活用した森林管理経営の推進
　　　を支援する事業
　　　　　＊ロゴマーク管理登録事業 41,915,960
　　（3）　森林・林業及びそれらに関わる流通に関する
　　　出版、講演事業など
　　　　　＊セミナー、展示会事業など 187,273 43,110,157
　３．補助金等収入 77,485,064 　
　４．寄附金収入 3,873

　　　受取利息 396,891
　　経常収益計 124,329,408
Ⅱ　経常費用
　１．事業費
　（1）　人件費
　　給料手当 32,707,415
　　人件費計 32,707,415
　（2）　その他経費
　　委託業務費 2,174,765
　　広告宣伝費 750,788
　　交際費 836,674
　　会議費 1,385,141
　　旅費交通費 7,700,443
　　通信運搬費 396,308
　　消耗品費 159,471
　　印刷製本費 837,208
　　支払手数料 85,927
　　諸会費 7,500
　　賃借料 32,119
　　支払報酬 4,627,949
　　租税公課 0
　　諸会費 50,000
　　教育研修費 11,091
　　雑費 84,221
　　その他経費計 19,139,605
　事業費計 51,847,020
　２．管理費
　　（1）　人件費
　　役員報酬 200,000
　　給料手当 6,320,389
　　法定福利費 6,289,682
　　人件費計 12,810,071
　（2）　その他経費
　　福利厚生費 35,652
　　委託業務費 1,423,678
　　広告宣伝費 230,000
　　交際費 18,210
　　会議費 1,970,093
　　旅費交通費 1,445,072
　　通信運搬費 613,121
　　消耗品費 401,365
　　印刷製本代 24,398
　　新聞図書費 192,547
　　諸会費 12,750
　　支払手数料 174,454
　　地代家賃 2,446,900
　　賃借料 208,776
　　租税公課 478,348
　　支払報酬 2,578,000
　　雑費 12,216
　　為替差損 185,949
　　その他経費計 12,451,529
　管理費計 25,261,600
　経常費用計 77,108,620
　　　当期経常増減額 47,220,788
Ⅲ　経常外収益
　１．貸倒引当金戻入益
　　　雑収入 9,785
　経常外収益計 9,785
Ⅳ　経常外費用
　１．過年度損益修正損
　経常外費用計 0
税引前当期正味財産増減額 47,230,573
法人税、住民税及び事業税 7,835,883
当期正味財産増減額 39,394,690
前期繰越正味財産額 169,499,749
次期繰越正味財産額 208,894,439

活動計算書
3  総 務 ・会 計 報 告  

貸借対照表

財産目録

特定非営利活動法人日本森林管理協議会 （単位：円）
科目 金額

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　現金預金 216,115,034
　　　貯蔵品 175,940
　　　立替金 415,389
　　　前払費用 131,591
　　　未収入金 7,046,822
　　　流動資産合計 223,884,776
　２．固定資産
　（1）　有形固定資産
　（2）　無形固定資産
　（3）　投資その他の資産
　　　　敷金 192,600
　　　投資その他の資産計 192,600 192,600
　　固定資産合計 192,600
　資産合計 224,077,376
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　未払金 5,623,276
　　　未払法人税等 7,775,100
　　　未払消費税等 608,800
　　　預り金 1,139,708
　　　仮受金 36,053
  　　流動負債合計 15,182,937
　２．固定負債
　負債合計 15,182,937
Ⅲ　正味財産の部
　　　前期繰越正味財産 169,499,749
　　　当期正味財産増減額 39,394,690
　正味財産合計 　 208,894,439
　負債及び正味財産合計 224,077,376

特定非営利活動法人日本森林管理協議会 （単位：円）
科目 金額

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　現金預金
　　　　手許現金有高 0
　　　　普通預金　　三菱UFJ銀行玉川支店 216,115,034
　　　　貯蔵品　ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、三つ折りﾘｰﾌﾚｯﾄ等 175,940
　　　　立替金　　年末調整精算分 415,389
　　　　未収入金　　ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾗｲｾﾝｽ契約使用料、協賛金等 7,046,822
　　　　前払費用　　賛助会員会費・労務管理ソフト使用料等 131,591
　　　流動資産合計 223,884,776
　２．固定資産
　（1）　有形固定資産
　（2）　無形固定資産　　
　（3）　投資その他の資産
　　　　敷金　HAPON新宿 192,600
　　　投資その他の資産計 192,600 192,600
　　固定資産合計 192,600
　資産合計 224,077,376
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　未払金
　　　　３月末締め給与ほか 5,623,276
　　　未払法人税等 7,775,100
　　　未払消費税等 608,800
　　　預り金 1,139,708
　　　仮受金 36,053
  　　流動負債合計 15,182,937
　２．固定負債
　負債合計 15,182,937
正味財産 208,894,439
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2025年度は理事3名の退任に伴い、同数の理事を補填したほか、新規に3名の理事を選出し、

合計12名の理事の体制がスタートした年でありました。それに伴い、FSCジャパンがこれま

で十分に取り組めていなかった活動評価や活動戦略にも着手、今年度からスタッフ人事評価

体制を目指すなど新しい仕組みの構築に手掛け始めた年でもあります。一方、理事の重任手

続きほか管理木材のリスクアセスメントに伴う事項などで、理事および事務局スタッフの権

限において一抹の混乱が生じそれへ向け事務局長中心に解決していく端緒ともなった年です。

また、登記上の事務局の移転手続きや、新規採用者の募集と1名の採用決定ほか、FSCアジ

ア太平洋地域の定期ネットワーク会合の日本開催の実施や認証材関連のステークホルダー会

合の開催など事務局を中心とした大規模な出来事が目白押しの1年でした。こうした点、事

務局・理事会運営でスタッフ及び理事の方々からご支援やアドバイスをいただきあらためて

感謝を申し上げる次第です。会員の皆様におかれましても今後ともご支援・ご協力を賜りま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。

 

日本森林管理協議会会員は、個人正会員3名と法人正会員2組織が新規入会し、正会員の

合計数は45となりました。また、個人賛助会員1名と法人賛助会員1組織が退会し、賛助会

員の合計数は９となりました。

　 FSC国際会員は、個人会員1名と法人会員1組織が新規入会したため、会員の合計数は9と

なりました。

住友林業株式会社（日本森林管理協議会会員/FSC国際会員）

住友林業グループは、森林経営や木材取引においてFSC認証を活用しています。ネイチャー

ポジティブなど、森林や木材資源の活用への注目が高まる中、このたび、日本森林管理協議

会会員およびFSC国際会員に入会させていただきました。今後は、利用者の立場だけでなく、

ルール形成の議論にも参加し、FSC認証のさらなる発展に寄与していきたいと思います。

団体名：特定非営利活動法人日本森林管理協議会（通称：FSC ジャパン）

代表理事：太田猛彦

事務局長：西原智昭

設立年：2006年9月

登記住所：東京都新宿区西新宿7-4-4武蔵ビル5F HAPON新宿

事務所所在地：登記住所に同じ

組織構成：理事12名、監事1名、常勤職員5名 

会員数推移（各年度 3 月 31 日時点）
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新規会員からのコメント

組織概要（2026 年 3 月 31 日現在）

4  今年度の活動評価と次年度へのビジョン  
 ～謝辞に代えて 3  総 務 ・会 計 報 告  
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3.3 日本森林管理協議会会員 /
FSC国際会員の推移・組織概要
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特定非営利活動法人日本森林管理協議会（FSC ジャパン）
〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 7-4-4 武蔵ビル 5F  HAPON 新宿　
https://jp.fsc.org

年次報告書のウェブ版
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